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はじめに日本のキリスト教会では、礼拝のなかで聖書を読むことを、しばしば、「朗読」という表現を避け、「拝読」と言い表してきた。しかし旧約の場合、「読む」 〔qara〕は、それが律法や預言の言葉であれ、世俗の文書であれ、区別なく用いられている１）。さらにこの語はほとんどの場合、声に出して読むことを意味していた。神の言葉は明瞭に朗読され、公的に宣言され、さらに翻訳や解説によって正しく理解されることを求める。とくに紀元前６世紀のユダ王国滅亡と捕囚以後、イスラエルの民は各地の会堂で朗読される神の言葉を聴くことにより、神の裁きと救いを知り、神を畏れ敬い、礼拝してきた。本稿は、新約において「読む」、「朗読する」と訳される の用法を検討する。旧約の は、「七十人訳ギリシア語旧約聖書」LXXでは、この語が当てられている。新約では「読む」とは何を意味するのか、またこの語がどのように用いられているのかを検討する。 １．新約における「読む」、「読むこと」新約において「読む」 は、３２回、使用されている（表１）。そのうち、新共同訳聖書で「読む」と訳されるのは、福音書で１４回、使徒言行録で２回、２コリント書で２回である。どの箇所でも明確に、黙読するという意味では用いられていない。一方、「声に出して朗読する」という意味では１４回用いられており、ルカ福音書で１回、使徒言行録で６回、２コリント書とエフェソ書で各１回、コロサイ書で３回、１テサロニケ書とヨハネ黙示録で各１回、見られる。この場合、旧約の律法や預言書、また使徒の手紙や黙示的啓示などが、公的、私的の区別なく音読されている。名詞形の「読むこと」 は３回用いられており、その全てが「声に出して朗読すること」を意味している（表２）。以下、各箇所において、どのような文脈で「読む（こと）」が使われ、それぞれの箇所でこの語がどのような意味を持っているか、それが朗読と考えられるのかどうか、について検討する。２．共観福音書の論争物語における「読む」表３によれば、共観福音書では、この語は
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Scripture, to be Read or Worshipped？（２）
Usage of 楠 本 史 郎要旨旧約における「読む」 〔qara〕は、『七十人訳ギリシア語旧約聖書』では〔anaginosko〕と訳され、新約各文書もそれに倣っている。この語は、新約でも多くの場合「読む」、「朗読する」を意味している。福音書では旧約の言葉の解釈を巡る論争の引き金の役割を果たす。そこから、言葉の意味を知り、理解することにつながり、イエスを救い主として信じ、従うことへと至る。さらに教会の礼拝における聖書朗読は、教会が同じ信仰に立って一つとなり、困難を乗り越えるためにも重要な意味を持った。キーワード：聖書拝読（reading scripture as being worshipped）／朗読（reading）／論争（dispute）
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－３８－（ないし 、 ） 「読んだことがないのか」という形で、論争のなかで用いられる。論敵に対してイエスはこの定型句により、旧約の言葉に基づき、反論する。１）安息日論争（１）マルコ２：２５ ファリサイ派は、イエスの弟子たちが安息日に麦の穂を摘んだことを非難した（マルコ２：２３－２４）。旧約律法では、この行為は安息日に行ってはならない労働の一つとされていた（出エジプト記３４：２）２）。これに対しイエスは、サムエル記上２１：１ －７のダビデの故事を取り上げ、「ダビデが、自分も供の者たちも、食べ物がなくて空腹だったときに何をしたか、一度も読んだことがないのか」（２５節）と問う。これは一見、律法解釈の議論としては論拠が弱い。当該箇所は、サウル王を避けて逃亡中のダビデが祭司アヒメレクから、神に捧げられ聖別されたパンを受け取り、食べたとするが、それが安息日であったとは記していない。むしろマルコの強調点は、イエスが「安息日は、人のために定められた」（２７節）と述べ、人間を律法より上位に置いて安息日律法を相対化した上で
表１ ３２回 表２ ３回読む 声に出して読む 読むこと 声に出して読むことマタイ１２：３・マルコ２：２５・ルカ６：３ ルカ４：１６ 使徒言行録１３：１５マタイ１２：５ 使徒言行録８：２８ ２コリント３：１４マタイ１９：４ 使徒言行録８：３０ １テモテ４：１３マタイ２１：１６ 使徒言行録８：３０マタイ２１：４２・マルコ１２：１０ 使徒言行録８：３２マタイ２２：３１・マルコ１２：２６ 使徒言行録１３：２７マタイ２４：１５・マルコ１３：１４ 使徒言行録１５：２１ルカ１０：２６ ２コリント３：１５ヨハネ１９：２０ エフェソ３：４使徒言行録１５：３１ コロサイ４：１６使徒言行録２３：３４ コロサイ４：１６２コリント１：１３ コロサイ４：１６２コリント３：２ １テサロニケ５：２７ヨハネ黙示録１：３表３ 福音書の論争物語における主題 聖書箇所 術語 論敵 根拠聖句１）安息日論争 マタイ１２：３ ファリサイ派 サムエル記上２１：１－７ダビデの故事マタイ１２：５マルコ２：２５ ファリサイ派ルカ６：３ ファリサイ派２）結婚論争 マタイ１９：４ ファリサイ派 創世記１：２７、２：２４３）宮清め マタイ２１：１６ 祭司長、律法学者 詩編８：２３LXX４）隅の親石 マタイ２１：４２ 祭司長、長老 詩編１１８：２２－２３マルコ１２：１０ 祭司長、律法学者、長老５）死者の復活 マタイ２２：３１ サドカイ派 出エジプト記３：６マルコ１２：２６ サドカイ派
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ザヤ５３：９以下の苦難の僕の贖罪死を引用に含めていない１５）。彼にとって「彼の命は地上から取り去られる」（３３節）というイザヤ書５３：８dの言葉は、イエスの十字架の死ではなく、イエスの昇天と高挙を意味する。このように示されたメシア・イエスを宦官は受け入れてフィリポから洗礼を受け、最初のアフリカ人キリスト者となる。ここでは「読む」 は３回すべて「朗読する」という意味で用いられている。神の言葉は声に出して読み上げられ、その意味が明示され、理解されて、魂を救いへと導く。６．新約時代の聖書朗読１）ピシディア州アンティオキアにて 使徒言行録１３：１５、２７ルカは使徒言行録で、使徒たちの伝道が各地のユダヤ人会堂から始められたと記す１６）。これは、彼の救済史的認識に基づく１７）。パウロはアンティオキアの会堂の礼拝で、聖書朗読後、説教を行う１８）。それは、会衆の予期した以上の内容だった。パウロはイスラエル史が神の救いの歴史であり、その実現が旧約で約束されているとする。それゆえ神は「約束に従って、このダビデの子孫からイスラエルに救い主イエスを送ってくださった」（２３節）。だがユダヤ人指導者たちは「イエスを認めず、また安息日ごとに読まれる 預言者の言葉を理解」しなかった（２７節）。この「読む」もまた会堂礼拝での聖書朗読を指す。しかし聖書が読み上げられても彼らはイエスをメシアと認めず、罪に定め、死へと追いやった。ところがその結果「神はイエスを死者の中から復活させ」（３０節）、神の救いの言葉は実現した（２９節）。すなわちイエス「による罪の赦しが告げ知らされ、また、あなたがたがモーセの律法では義とされえなかったのに、信じる者は皆、この方によって義とされる」（３８－３９節）と宣言される。ユダヤ人が聖書を読みながら、その意味を理解しなかったために、イエスは十字架に付けられ、復活させられ、異邦人に救いが告げられる。このパウロの説教は、救いはユダヤ人から異邦人世界へと広がるというルカの救済史観に沿っている。そのなかで聖書朗読が展開の鍵となっている。２）古い契約の朗読 ２コリント３：１４、１５
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８．千人隊長の手紙を総督が読む 使徒言行録２３：３４パウロは、エルサレム神殿を冒し、律法に違反したとユダヤ人に訴えられ、逮捕された（言行録２１：２７以下）。彼を拘束した千人隊長は、パウロがローマ市民権を持っていると知り、彼を総督フェリクスのいるカイザリアへ送る。その際に千人 隊 長 が 書 い た 手 紙 を 総 督 が「読 ん だ」（２３：３４）。総督はローマ市民のパウロをローマへ移送する。こうしてパウロはローマで捕らわれつつ、キリストを宣べ伝えることになる（２８：３０－３１）。この物語は伝説的要素が強く、史実性に乏しい。ユダヤ人による迫害とローマ人による保護はルカ特有の図式である２６）。パウロのローマ行きは、彼自身が望んでいたことであるが（ローマ１：９－１３、１５：２２－２９）、使徒言行録ではルカの救済史的枠組みに影響されている。ルカでは、パウロの伝道もまたエルサレム教会が起点となり、そこからローマへと至る（２３：１１）。総督が千人隊長の手紙を読むことは、パウロがローマ市民としてローマへ赴き、そこで救いを伝えるというルカの枠組みにとって重要な要素となっている。ここでの「読む」 が朗読を意味しているかどうかは不明であるが、古代文書は間を空けずに単語を続けて書くのが一般的であり、それを読む場合、声を出したと考えるのが自然と思われる。９．コリント教会との関係での「読む」１）パウロの手紙を読む ２コリント１：１３パウロが以前の手紙で約束したコリント訪問（１コリント１６：５、言行録１９：２１も参照）を延期したため、コリント教会はパウロの誠実さを疑い、さらには彼の使徒職をも疑った。それに対してパウロは、自分たちは「人間の知恵によってではなく、…神の恵みの下に行動してきた」（２コリント１：１２）と弁明し、１５節以下でコリント訪問の意志を改めて示す。その際パウロは、自分の書いていることを教会は読み、理解すべきであり、また理解するよう望んでいる（１３節）し、実際すでに理解してくれている（１４節）と記す。ここでの「読む」 は、３：１５と同様、声
に出して読む、朗読することであり、「理解する」ことと密接に結びつけられている２７）。朗読する、公的に読み上げる、ことの目的は、聴衆がその意味を知り、理解することである２８）。２）パウロの推薦状 ２コリント３：２ここでもパウロは自分が使徒であり、その「推薦状は、（コリント教会の）あなたがた自身」である（２節）と述べる。教会がパウロの伝道によって始められ、彼が立ち去った後もキリストの教会として立ち続け、礼拝を守っていることが、パウロの使徒職を証明している。それは目に見える文書として存在してはいないが、私たちの心に「書かれている」 （完了分詞）。それはパウロのコリント伝道時に書かれ、今も残っている。パウロはこの推薦状が「すべての人々から知られ、読まれて」いる（共に現在分詞）と言う。コリント教会の始まりとともにパウロたちの心の中に書き記されたものが今も知られ、読まれており、パウロの使徒職は現在も明らかに示されているとする。ここで「読む」 と「知る」が並列されている。文書を読む、とくに神に関わる文書が礼拝のなかで公的に読み上げられるとき、その意味が「墨ではなく生ける神の霊によって」（３節）会衆に知られ、理解される２９）。１０．使徒の手紙が教会で公に読まれること１）エフェソ教会で エフェソ書３：４エフェソ書をパウロが書いたかどうかについては議論がある３０）。３：１以下で著者は、神の「秘められた計画」 がキリストにおいて異邦人にも示され、パウロがこれを伝えたとする。それについては、「初めに手短に書いた」（３：３）ので、この手紙が礼拝で読まれた時、「あなたがたは聞いたにちがい」ない（２節）と言う。この「秘められた計画」は、神がキリストの十字架によってユダヤ人と異邦人とを和解させ、共に教会に迎えた（２：１１－２２）ことを意味する。それは本書に記されており、異邦人キリスト者たちもそれを読んで知ることができる（４節）。ここでも「読む」 は、「知る」、「理解する」の意味を持つ に結び付けて用いられている３１）。
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読むことは文字を表面的に受け取るのではなく、そこに秘められた神の救いの計画、奥義までを読み取り、理解することにまで至る３２）。なおエフェソ書冒頭の宛名「エフェソにいる」（１：１）は、有力な写本には見られない。T.K.Abbotは、本来この手紙が、エフェソ教会を中心とするこの地域の諸教会全体に宛てて書かれた可能性があるとしている３３）。本書は各教会の礼拝で、その教会名ないし地名を入れて朗読され、その後、他教会へ送られ、同様に朗読された「回状」の一つであったのだろう。２）コロサイ教会で コロサイ書４：１６ここでは「読む」 がいずれもアオリスト形で、初めの２回は受動形で、最後は能動形で使われている。コロサイ書がパウロによって書かれたかどうかは議論がある３４）が、コロサイ教会の礼拝のなかで朗読されると想定されているのは明らかである。さらにその後、近隣のラオディキア教会に送られ、そこの礼拝でも朗読されることが期待されている（１６節）。パウロは小アジアの中心都市エフェソに教会を建てた。そこで彼の弟子となった人々がコロサイやラオディキアなど、周辺小都市に福音を伝え、諸教会群を形成した。諸教会はさまざまな異なる思想との戦いを強いられた３５）。これらへの警戒のため本書が執筆され、この地域の諸教会の間で回され、礼拝のなかで朗読された回状であると考えられる。その際、手紙を全体あるいは、その重要と思われる部分を書き写し、教会に保存することも行われただろう。その結果、コロサイ書やエフェソ書などがまとめられたと考えられる３６）。このような、教会にとって重要な使徒的文書は諸教会の礼拝で朗読され、理解され、共有されて教会生活を支えるものとなった。３）テサロニケ教会で １テサロニケ書５：２７テサロニケ教会はパウロの伝道により建設されたが、後にキリストの再臨や、世の終わりに起こる死者の復活について疑問が生じ、混乱した。それに答えるため、パウロはこの手紙を書いた（とくに４：１３－５：１１）。終末の時が迫るという緊張感から、絶望に陥ったり、現在の生活や仕事を放棄したりする者が現れた（５：１３）。パウロはそれに対し４：１１で「落ち着いた生活をし、自分の仕事
に励み、自分の手で働くように努めなさい」と勧め、５：１４で「怠けている者たちを戒めなさい。気落ちしている者たちを励ましなさい」と勧める３７）。しかし彼らの中には、パウロを信頼せず、彼の手紙に聞き従わない者たちがいた（２テサロニケ３：１４を参照）。そこでパウロは「この手紙をすべての兄弟たちに読んで聞かせるように」と命じた（１テサロニケ５：２７）。「わたしは主によって強く命じます」（新共同訳） は「わたしは主に向かい、あなたがたに誓わせる」が原意であり、命令形以上に強い願望を表す直説法である。また本節はこれまでの２人称ではなく、１人称で記される。５：２まではパウロが口述し、それを弟子のシルワノかテモテに筆記させたが、２５節以下はパウロが直接筆を執って書いたことを窺わせる。さらには文字を読むことができない者たちを含め、全ての教会員がパウロの言葉を主の指示として聴くよう、強く迫っている。ここで「読む」 が「読んで聞かせる」（新共同訳）、「読み聞かせる」（口語訳）と訳されるのは、この手紙が教会の礼拝の場で公に読まれ、聴かれることを想定しているからである。読むことは、読み手個人が言葉に触れ、理解するだけではなく、教会の礼拝という公的な場で朗読されて聴衆が聴き、理解することに結びつく。４）黙示文書を読む ヨハネ黙示録１：３ヨハネ黙示録は、１世紀末、９５年以降のドミティアヌス帝によるキリスト教迫害に際し、小アジア諸教会の指導者ヨハネによって記された。ヨハネは旧約、とくにダニエル書をもとに、苦難の中にある信仰者を励ますために本書を書いた。ダニエル書は紀元前２世紀、シリアのアンティオコスの迫害に苦しむユダヤ人を励ますために書かれた。ヨハネはそれに倣い、自身がパトモス島に捕らえられていた（ヨハネ黙示録１：９）時に幻を通して終末時におけるキリストの勝利を確信した。世の終わりにキリストが再臨し、迫害者を裁き、救いを完成させる。この終末の到来と、その時に起こる出来事は、神がキリストに与え、キリストが天使を通してヨハネに示したものとされる（１節）。それをヨハネは「預言の言葉」（３節）とし、自らを教会の預言者と理解し、諸教会に開示する。それゆえヨハネは、終末に関するこの預言の言葉が諸
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教会で「読まれ」 、「聞かれ」 、「守られる」 ことを期待する（３節）。「読む人」 は現在能動分詞男性単数である。初代教会にあって礼拝で聖書を朗読する者は、ユダヤ教会堂礼拝と同様、ふさわしいと認められた人が会衆の中から選ばれた。朗読されるのは旧約および使徒書、黙示文書などであった３８）。他方、それを「聞く人々」 、「守る人々」 は現在能動分詞男性複数形である。語る者は選ばれた一人であり、それを、礼拝に集まった全会衆が聞き、守る。礼拝における聖書朗読は、「聞かれ」、「守られる」３９）べきものであり、そのように聖書の言葉が人々の中に生きて働く時、「幸いなるかな」 という神の祝福が与えられる。１１．終わりに以上から、新約における「読む」の用法について以下にまとめる。①この語は、共観福音書の論争物語では、否定詞を伴いアオリスト形複数２人称で用いられて、イエスが論敵に反論を開始する定型句を形成している。「あなたたちはまだ一度も読んだことがないのか」と問いかけ、相手の非難攻撃に立ち向かう。②この定型句によって旧約の言葉が引用される。イエスは独自の理論を展開するのではない。旧約の言葉を新しく解釈し、論敵の主張を打ち砕く。とくにマタイは、イエスが律法の完成者であるとする。彼の言動は律法の規定に適った合法的なものである。その意味で、イエスのもたらした福音は旧約と連続性を保っている。それゆえマタイはこの定型句を、共観福音書の並行箇所には記されない所（安息日論争１２：５、離縁問題１９：４、宮清め２１：１６）でも用い、イエスを旧約の真の解釈者として描く。③この定型句は、イエスと論敵との旧約の言葉の解釈を巡る論争へ導くだけではなく、論敵が旧約を正しく理解していないことを明らかにする。彼らは幼い時から旧約の神の言葉を聞き、読み、守ってきたと自負しているが、実はそうではない。④神の言葉を「読む」とは、文字に触れ、親しむことではなく、その真の意味を理解することで




Matthew, Interpretation a Bible Commentary，１９９３ 坂本恵訳 日本基督教団出版局 ２３８ページ３）この事件はイエスの十字架の死へと直結する。それゆえヨハネ２：１３－２２は、この出来事をイエスの活動の初期に置き、その生涯全体の予告とする。最終的にはイエスの死と復活によって、古いエルサレム神殿ではなく、教会という新しい真の神殿が建てられるとする。４）橋本滋男、『新共同訳新約聖書注解』１９９１年、日本基督教団出版局 １３１頁５）Alfred Plummer, International Critical Commentary（ICC），Gospel According to St. Luke , T.&T.Clark，１９６１，
p．２８４－２８５６）会堂における安息日礼拝では、ユダヤ人成人男子が聖書を朗読することになっていた。指名された朗読者は、自分の番になると起立し、初めにヘブル語で律法の書トーラーを次々と輪読していく。これはアラム語に翻訳されて会衆に理解される。続いて預言の書ネービーム（旧約歴史書と預言書）が朗読され、やはりアラム語に翻訳される。この場合、預言書は、先に朗読されたトーラーの意味を明らかにする箇所が選ばれ、朗読者が、次に読まれる箇所を指定する。さらに新約時代には、会堂礼拝の初めに告白（申命記６：４－９）が、次に祈りが行われ、これに続いて聖書が朗読された。Karl Heinrich Rengstorf, Das
Neue Testament Deutsch（NTD），Das Evangelium nach
Lukas，１９６８ 泉治典・渋谷浩訳 NTD新約聖書刊行会 １９７６年 １３８頁７）A. Plummer, ibid. pp．１１８－１３０８）マルコ福音書の成立をユダヤ戦争以前の６０年代とする見解もある（田川建三は５０年代と見る。『マルコ福音書上』新教出版社１９７２年１－６頁）。これに従えば、迫りつつあったローマとユダヤ人勢力との衝突という危機的現実をマルコが深刻に捉え、エルサレム神殿崩壊を察知したとも言える。一方７０年代前半、ユダヤ戦争直後の新しい状況に即して執筆されたと考えれば、小黙示録は事後預言であると理解される。９）Vincent Taylor, the Gospel according to St. Mark, the
Macmillan Press，１９５２，pp．５１１－５２２１０）罪状書きの文言は、マルコ１５：２６とルカ２３：３８は「ユ
ダヤ人の王」とする。マタイ２７：３７はこれに加え「ユダヤ人の王イエス」としている。１１）Adolf Schlatter, Erauterungenn zum Neuen Testament，蓮見和男訳 １９７８年 新教出版 ３２１－３２２頁１２）J.H.Bernard, ICC Gospel according to St. John , T.&T.
Clark，１９７６，p．６２８１３）現代のエチオピア王国ではなく、ヌビア、現在のスーダンに当たると考えられる。この国は紀元前２世紀頃から歴代の女王たちが支配しており、カンダケという称号を持っていた。女王を支える高官として宦官が採用されていたと考えられる。Gustav Stählin,
NTD, Die Apostgeshichte，１９６８，関根正雄他訳NTD新約聖書刊行会 １９７７年 ２５０－２５１頁１４）E.F.Bruceは「古代の読書は、ほとんど例外なく大声でなされた」と言う。古代写本の文字は不揃いで、単語を識別するスペースもないので、拾い読みする他はなく、「拾い読みは黙読よりは音読にたよる方がたやすくできる。さらに初心者はきまって音読した」。黙読が普及したのは印刷した文字が読めるようになってからである。「アウグスチヌスは『告白
３』のなかで、ミラノのアンブロシウスが黙読していることを特筆に値する事柄として記している」と述べている。E.F.Bruce, the Book of the Acts，１９５８，




E.F.Bruce，前掲書２９１頁１９）Ernest Best, Second Corinthians, Interpretation a Bible
Commentary，山田耕太郎訳、日本基督教団出版局１９８７年、６４頁２０）Alfred Plummer, ICC Second Epistle of St. Paul to the
Corinthians,T.&T.Clark，１９７５，p．４９２１）１テサロニケ５：２７、エフェソ３：４、コロサイ４：１６を参照２２）マルコ１３：１４、ヨハネ黙示録１：３を参照２３）Walter Lock, ICC the Pastoral Epistles, T.&T.Clark，１９７３，p．５３２４）G. Stählin，前掲書４１４頁 使徒教令の目的について
Stählinは二つの可能性を指摘している。一つは、異邦人諸教会が旧約律法を限定的に認めることによってエルサレム教会の指導的位置を認めることである。それは彼らが同教会を献金によって支えることを含む。もう一つは、ユダヤ人キリスト者が教会において異邦人キリスト者と生活を共にし、一緒に食事ができるよう配慮することである。２５）エルサレム会議については多くの疑問が示されている。言行録１５章のルカの報告と、ガラテヤ書２章のパウロの報告との間には相違がある。前者は使徒教令に言及し、会議の重要決定事項とする。これにより異邦人キリスト者が旧約律法を限定的に受け入れ、ユダヤ人キリスト者が異邦人キリスト者を認め、双方が一致を見たという。しかしパウロは一切これに触れず、むしろ律法を守ることについて「おもだった人たちから強制され」なかった（ガラテヤ２：６）と記し、１５節以下で、律法の行いによるのではなくキリストを信じる信仰によって救われるという立場を鮮明にしている。またパウロはこの会議の結果、ペトロを始めとするエルサレム教会指導者がユダヤ人伝道を担い、パウロたちは異邦人伝道を担うことになったと報告している（ガラテヤ２：７－９）。しかしルカはこうした伝道の分担体制について何も語っていない。
これについて佐竹明は、パウロの報告を重視し、エルサレム会議で使徒教令の取り決めは行われなかったと推測する。会議ではパウロの述べたように異邦人教会の存在が承認され、異邦人キリスト者への割礼の免除と伝道の分担が取り決められた。しかし後にエルサレム教会は、異邦人キリスト者と食事を共にするなどのユダヤ人キリスト者の姿勢がエルサレムのユダヤ教律法主義者から激しく批判され、限定的にせよ律法遵守を使徒教令という形で異邦人キリスト者に求めたとする。『パウロ』、NHKブックス、１９８１年、１３６－１３８頁真山光彌もまた、ガラテヤ２章のパウロの報告を史実に近いと判断し、エルサレム会議における使徒教令の決定に疑問を呈している。むしろルカは、自らの救済史の枠組みに合わせ、エルサレム会議の使徒教令によってユダヤ人キリスト者と異邦人キリスト者との一致が生まれ、エルサレムから世界伝道が進められていったとまとめたとする。『新共同訳新約聖書注解』教団出版局、１９９１年、６１１－６１２頁




ibid. p．８０３０）いずれにせよ、教会の中にユダヤ人キリスト者と異邦人キリスト者がおり、両者の平和と一致を願って記されていることは明らかである。３１）「読む」 は２コリント１：１３、３：２でも や といった異なる語ではあるが、同様に「理解する」、「知る」と結びついて用いられている。３２）T.K.Abbot, ICC the Epistles to the Ephesians and to the
Colossians, T.&T.Clark，１９７７，p．８１３３）T.K.Abbot, ibid. p．２３４）T.K.Abbot, ibid. p．３０５ コロサイ書はエフェソ書と共通点が多く、何らかの関係が想定されてきた。共に終末論や奥義など、独特の思想を展開しており、他方、パウロが強調した信仰による義が見られないことなどが挙げられる。エフェソ書との関係では、コロサイ書が先に書かれ、それが伝えられる段階で書き加えられてエフェソ書となったとする説や、逆にエフェソ書が先に書かれ、その要約がコロサイ書としてまとめられたとする説もある。Eduard
Schweizer, Evangelisch-Katholischer Komentar zum
Neuen Testament XI Der Brief an die Kolosser，１９７６，斎藤忠資訳、１３頁以下３５）エフェソ書と共通して出る論敵については諸説がある。ライトフットはユダヤ教化したグノーシスを想定し、M．ディベリウスは異邦の秘儀宗教、G．ボルンカムはグノーシス的なユダヤ教と異邦宗教の混淆主義、E．シュヴァイツァーはヘレニズム的な宇宙論（E. Schweizer,, 前掲書２３４頁以下）、F．フランシスはユダヤ・キリスト教の神秘的禁欲主義を挙げている。宇佐美公史、『新共同訳新約聖書注解』、日本基督教団出版局、１９９１年、２５６頁３６）E. Schweizer，前掲書２０８頁３７）James E.Frame, ICC the Epistles of St. Paul to the
Thessalonians, T.&T.Clark，１９７５，p．２１７３８）Charles D. Litt, ICC the Revelation of St. John , T.&T.
Clark，１９７５，p．７３９）ルカ１１：２８には「神の言葉を聞き、それを守る人は幸いである」というイエスの言葉がある。ここでも神の言葉を「聞き」、「守る」人は「幸い」とされて
いる。ただしルカでは「守る」 が使われているが、ヨハネは自らにより親しいヨハネ文書の「守る」 を用いたと考えられる。C. D. Litt, ibid.
p．８
